
12

《
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
学

卒
程
度
）》

⃝
受
付
期
間　
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
申
し
込
み　
４
月
２
日

㈪
～
９
日
㈪　
▽
郵
送
・
持
参
に

よ
る
申
し
込
み　
４
月
２
日
㈪
～

３
日
㈫

⃝
第
１
次
試
験
日　
４
月
29
日
㈰

《
一
般
職
試
験
（
大
学
卒
程
度
）》

⃝
受
付
期
間　
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
申
し
込
み　
４
月
10
日

㈫
～
19
日
㈭　
▽
郵
送
・
持
参
に

よ
る
申
し
込
み　
４
月
10
日
㈫
～

11
日
㈬

⃝
第
１
次
試
験
日　
６
月
17
日
㈰

※
申
込
用
紙
の
請
求
や
詳
し
い
内

容
は
、
人
事
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
事
院
東
北
事
務
局
☎
０
２
２

︲
２
２
１
︲
２
０
２
２

　
食
育
推
進
計
画
（
素
案
）
を
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
意
見
の
募
集
期
間　
３
月
５
日

㈪
～
16
日
㈮

※
応
募
方
法
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
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市
と
西
白
河
郡
各
町
村
で
は
、

結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
出
逢
い

の
場
を
演
出
す
る
「
出
逢
い
＆
ふ

れ
あ
い
の
会
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
活
動
内
容　
イ
ベ
ン
ト
（
年
２

回
実
施
予
定
）
の
企
画
運
営

⃝
募
集
人
員　
５
人
程
度

⃝
資
格　
満
18
歳
以
上
の
方
で
、

月
１
回
程
度
の
企
画
委
員
会
議
に

参
加
で
き
る
方

⃝
申
込
期
限　
３
月
30
日
㈮
ま
で

《
夜
間
初
級
講
座
》

⃝
日
時　
４
月
16
日
㈪
～
５
月
30

日
㈬
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

⃝
申
込
開
始　
４
月
２
日
㈪
か
ら

※
先
着
順

《
昼
間
入
門
講
座
》

⃝
日
時　
４
月
23
日
㈪
～
５
月
23

日
㈬
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
後
１
時
～
４
時

⃝
申
込
開
始　
４
月
２
日
㈪
か
ら

※
先
着
順

＝
共
通
＝

⃝
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料　
１
万
円

⃝
定
員　
20
人

⃝
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

５
時　
※
平
日
の
み

⃝
申
込
方
法　
受
講
料
を
持
参
し
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
お
よ
び
一
般
職
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

資
料
は
本
庁
舎
健
康
増
進
課
（
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
）
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

問
本
庁
舎
健
康
増
進
課
☎
㉗
２
１

１
２

　

４
月
1
日
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
の
方
が
高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
た
際
に
、
限
度
額
適
用
認
定

証
等
を
提
示
す
れ
ば
、
ひ
と
月
に

同
一
の
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の

支
払
い
が
一
定
の
金
額
に
と
ど
め

ら
れ
ま
す
。

　
70
歳
未
満
の
方
と
70
歳
以
上
の

非
課
税
世
帯
等
の
方
は
事
前
に
限

度
額
認
定
証
等
の
交
付
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
６

　　
市
税
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

市
で
は
、
臨
時
納
税
窓
口
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
納

税
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め

に
納
税
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
こ
と
を
説
明
で
き

る
書
類
な
ど
を
お
持
ち
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時　
３
月
21
日
㈬
～
30
日
㈮

／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
９
時
～
午

後
４
時

⃝
会
場　
本
庁
舎
収
税
課
（
１
階
）

問
本
庁
舎
収
税
課　
内
２
１
３
３

　　

昨
年
10
月
か
ら
の
新
た
な
制
度

に
よ
り
、
10
月
分
か
ら
の
手
当
を

受
給
す
る
に
は
３
月
30
日
㈮
ま
で

に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
中
学
校
卒
業
前
ま
で
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
ま
だ
申

請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
限
ま
で
に
申
請
を
し
な
い
と

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
こ
ど
も
課　
内
２
７
３

２
／
各
庁
舎
教
育
振
興
課　
表
郷

☎
㉜
４
７
８
２　
大
信
☎
㊻
３
９

７
５　
東
☎
㉞
３
１
４
６

21 20

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館募

集

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
地
域
支
援
課　
内
２
２
５
７

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
自
衛
官

と
し
て
の
勤
務
が
な
い
方
を
予
備

の
自
衛
官
に
任
用
す
る
制
度
で
す
。

⃝
資
格　
▽
一
般
公
募
　
18
歳
以

上
34
歳
未
満　
▽
技
能
公
募
　
18

歳
以
上
53
～
55
歳
未
満

⃝
申
込
受
付
期
限　
４
月
４
日
㈬

ま
で

⃝
試
験
日　
４
月
15
日
㈰

※
受
験
方
法
、
制
度
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
白

河
地
域
事
務
所
☎
㉔
０
３
７
２

　

こ
だ
わ
り
の
逸
品
、
そ
し
て
素

敵
な
お
店
と
巡
り
会
い
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時　
３
月
24
日
㈯
・
25
㈰
／

午
前
11
時
～
午
後
２
時

⃝
募
集
人
数　
24
人　
※
先
着
順

⃝
参
加
料　
１
、
０
０
０
円
（
昼

食
・
軽
食
代
込
み
）

⃝
募
集
期
限　
３
月
22
日
㈭
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

案
内

子
ど
も
手
当
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か

限
度
額
適
用
認
定
証

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会
企
画
委
員

国
家
公
務
員
採
用
試
験

予
備
自
衛
官
補

臨
時
納
税
窓
口
開
設

白
河
ま
ち
な
か
逸
品
巡
り
ツ
ア
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

市
食
育
推
進
計
画
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

もうお済みですか？　自動車、軽自動車の変更手続き

区　　分 自 動 車 税（県税） 軽 自 動 車 税（市税）

分　　　類

・251cc以上のバイク
を所有している方

・126cc以上250cc以下のバ
イクを所有している方

・軽自動車を所有している方

・原動機付き自転車
・125cc以下のバイク
・小型特殊自動車を所

有している方

注 意 事 項

★納税通知書は５月上旬に
発送予定です。  

★被災された方には、県税の
特例措置により減免等が
受けられる場合がありま
すので、ご相談ください。

★軽自動車税には月割課税はありません。４月２日以降に名義変更しても１
年分の軽自動車税が課税されます。

★納税通知書は５月中旬に発送予定です。

移転・抹消登
録などの窓口

 福島運輸支局登録部門
 ☎050-5540-2015

 福島運輸支局登録部門
 ☎050-5540-2015

 県軽自動車協会
 ☎024-546-2577

本庁舎課税課／各庁舎
総務課

問い合わせ先  県南地方振興局県税部
課税第二チーム☎㉓1519

 本庁舎課税課　内2128・2129
 各庁舎総務課　表郷☎㉜2112　大信☎㊻2113　東☎㉞2112

　自動車税、軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に
種類・用途・排気量などによって年税額が課税されます。
そのため、年の途中で下取りに出したり、他人に譲ったと
きは、必ず所定の手続きをしてください。

　移転や抹消の登録が行われないと、元の所有者に課税さ
れることになりますのでご注意ください。
　なお、３月下旬は手続き窓口が大変込み合いますので、
お早めに手続きしてください。

※身体、知的、精神に障がいがある方で、一定の要件が満たされている場合は、申請により自動車、軽自動車の
どちらか一台に限り減免されます。詳しくは、それぞれの窓口までお問い合わせください。
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特
別
基
金
☎
０
５
７
０
︲
０
５
９

︲
２
０
４

　
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者

（
左
表
参
照
）
が
60
歳
未
満
で
、

①
配
偶
者
の
退
職
、
②
本
人
の
パ

ー
ト
等
収
入
の
１
３
０
万
円
以
上

へ
の
増
加
、
③
離
婚
、
な
ど
の
理

由
で
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
る

と
、
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
必
ず
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１
７
４

　　　
う
つ
く
し
ま
百
名
山
の
一
つ
、

関
山
（
標
高
６
１
９
ｍ
）
の
山
開

き
が
行
わ
れ
ま
す
。

⃝
日
時　
３
月
25
日
㈰
／
午
前
９

時
15
分
か
ら
（
受
付
は
午
前
８
時

か
ら
）

⃝
集
合
場
所　
関
辺
市
民
体
育
館

⃝
駐
車
場　
尚
和
化
工
跡
地
（
体

育
館
北
側
）

※
開
催
10
回
を
記
念
し
、
先
着
６

０
０
人
に
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
㈶
白
河
観
光
物
産
協
会
☎
㉒
１

１
４
７

　　
㈳
福
島
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

で
は
、
市
民
の
方
を
対
象
に
同
協

会
所
属
の
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時　
４
月
７
日
㈯
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
地
域
交
流

会
議
室
（
道
場
小
路
）

⃝
相
談
内
容　
不
動
産
の
価
格
等

に
関
す
る
こ
と

問
同
協
会
☎
０
２
４
︲
９
３
１
︲

４
３
６
０

　　　
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
診
断
等

に
精
通
し
た
専
門
技
術
者
に
よ
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
当
日
は
、
相
談
に
係
る
建

築
物
の
図
面
な
ど
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

⃝
日
に
ち　
３
月
22
日
㈭　

⃝
受
付
時
間　
午
後
１
時
～
４
時

※
相
談
は
受
付
順
に
行
い
ま
す
。

⃝
会
場　

市
役
所
第
３
会
議
室

（
２
階
）

問
本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内
２
２

６
５　

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
期
限

は
今
年
の
３
月
31
日
㈯
ま
で
で
す
。

ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝
対
象
者　
戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
22
年
６
月
16
日
時
点
で
生
存

さ
れ
て
い
る
日
本
国
籍
の
方

問
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

関
山
山
開
き

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

　集積所に出せるものは、指定袋（可燃ごみ、不燃ごみ、
資源ごみ）のほか、新聞、雑誌などの可燃性資源ごみです。
ごみ収集カレンダーで収集日を確認して、収集日当日の午
前8時30分までに、指定の集積所に出してください。
　指定袋に入らない粗大ごみは「クリーンセンターへ自己
搬入」または「戸別収集」により処分してください。戸
別収集は、事前に本庁舎生活環境課・各庁舎市民福祉課・
各行政センターの窓口で申し込みが必要となります。

　法律などにより、次のごみは集積所に出すことが出来ま
せん。細かく砕いても回収できません。それぞれの処分
方法に従い、正しく処分してください。
◇テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機衣類乾燥機・エアコン

◇パソコン

◇消火器

◇農薬の空容器

　郵便局でリサイクル料金をお支払いのうえ、自己搬入ま
たは戸別収集により処分してください。

　パソコンメーカーのサービスセンターにお問い合わせ
のうえ、メーカーの指示に従い処分してください。　

　専門の処理業者へ引き取りを依頼してください。　

  家庭菜園やガーデニングなどで使用した農薬のプラスチ
ック製空容器は、本庁舎生活環境課または各庁舎市民福祉
課で無料回収しています。キャップや容器をしっかりと
洗浄したうえで、毎月1日、15日（回収日が祝祭日の場合
は翌日）に持ち込みをしてください。　不法投棄を見かけた場合は、市役所または警察署へ連絡

をお願いします。ごみの量はわずかであっても数十万円
の罰金が科せられる厳しい処分となります。
　また、違反を重ねる方については、白河市美しいふるさ
とづくり条例の規定により、氏名・住所等を公表します。

　ごみの収集日や分別の方法が分かる「平成24年度ごみ
収集カレンダー」を町内会を通じて各家庭へ配布します。
　カレンダーは、本庁舎生活環境課・各庁舎市民福祉課に
もありますので、必要な方は各窓口にお越しください。

【問い合わせ先】
　本庁舎生活環境課　内2165／各庁舎市民福祉課　表郷
　☎㉜2113　大信☎㊻3974　東☎㉞2113

《集積所に出せないごみについて》

《ごみの出し方》

ごみの適正な「分別」と「排出」にご協力を

《不法投棄の厳罰》

《平成24年度ごみ収集カレンダー》

国
民
年
金
第
３
号
被

保
険
者
は
ご
注
意
を

国民年金（基礎年金）

自営業者等 第１号被保険者

サラリーマン等 第２号被保険者

サラリーマンの
被扶養配偶者 第３号被保険者

▼国民年金加入者種別

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震

等
に
関
す
る
相
談
会   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
人
を
得
る
こ
と
の
大
切
さ 

』

市
長
の

手
控
え
帖

霧
が
晴
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
き
て
役
員
会
で

承
認
さ
れ
、
近
々
工
業
団
地
の
造
成
に
取
り
か
か

り
ま
す
。
光
が
見
え
は
じ
め
ほ
っ
と
ひ
と
息
。
会

長
、社
長
、担
当
役
員
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
よ
う
や
く
復
興
庁
が
で
き
ま
し
た
。
強
力
で
き

め
の
細
か
い
対
応
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
思
い
き
や
、
そ
の
実
は
誠
に
心
も
と
な

い
。
少
人
数
の
う
え
殆
ん
ど
各
省
庁
か
ら
の
寄
せ

集
め
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
派
遣
先
の
こ
と
よ

り
、
古
巣
の
役
所
の
顔
色
を
う
か
が
う
。
し
か
も

金
庫
番
の
財
務
省
が
に
ら
み
を
き
か
す
。
目
玉
の

ひ
と
つ
は
「
使
い
勝
手
の
い
い
交
付
金
」。
し
か

し
実
態
は
対
象
が
絞
ら
れ
、
俎そ

じ
ょ
う上
に
の
っ
て
も

「
コ
レ
は
別
の
事
業
で
、
ソ
レ
は
だ
め
」
と
、
国

の
さ
じ
加
減
で
決
め
ら
れ
る
。
羊
頭
狗
肉
。

　

後
藤
新
平
。
関
東
大
震
災
時
の
内
務
大
臣
で
、

１
か
月
で
復
興
院
を
立
ち
上
げ
た
。「
計
画
が
一
日

遅
れ
れ
ば
実
行
は
百
日
遅
れ
る
」
と
、
自
ら
総
裁

と
な
り
、
東
京
大
改
造
構
想
を
発
表
。
政
争
や
財

源
不
足
か
ら
頓
挫
す
る
も
の
の
、
昭
和
・
靖
国
・

明
治
通
り
の
主
要
幹
線
や
避
難
地
に
も
な
る
隅
田

公
園
の
整
備
な
ど
東
京
の
骨
格
を
造
っ
た
。
江
戸

情
緒
を
壊
し
た
と
の
評
も
あ
る
が
、
近
代
都
市
の

礎
を
築
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

新
平
は
岩
手
県
水
沢
の
人
で
も
と
も
と
医
者
。

蘭
学
を
も
の
に
し
、
開
国
を
唱
え
罪
を
得
た
医
師

高
野
長
英
は
大
叔
父
に
あ
た
る
。
体
を
治
す
医
術

に
は
収
ま
り
き
ら
ず
、
国
の
病
を
治
す
道
へ
と
導

か
れ
た
の
は
長
英
の
血
か
。
長
英
は
、
長
崎
留
学

や
渡
辺
華
山
ら
開
明
者
と
の
交
わ
り
か
ら
欧
米
列

強
の
脅
威
を
覚
り
、
幕
政
批
判
へ
。
新
平
は
、
西

南
戦
争
で
コ
レ
ラ
菌
と
の
闘
い
に
苦
し
み
予
防
の

大
切
さ
を
痛
感
、
臨
床
医
か
ら
衛
生
官
僚
そ
し
て

政
治
へ
。
二
人
に
は
、
危
険
を
予
測
し
惨
禍
に
遭

わ
な
い
よ
う
大
胆
な
策
を
講
ず
る
と
い
う
、
共
通

  

こ
の
11
日
で
あ
の
大
災
害
か
ら
一
年
を
迎
え
ま

す
。
心
か
ら
犠
牲
と
な
ら
れ
た
15
人
の
御
霊
に
哀

悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
避
難
や
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
、
全
力
で
災
害
復
旧
を
進
め
て

お
り
、
大
方
は
今
月
中
に
終
え
ま
す
が
、
４
月
以

降
ま
で
伸
び
る
と
こ
ろ
は
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
。

次
第
に
放
射
線
の
値
も
低
下
し
、
町
内
会
等
に
よ

る
除
染
も
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
部
分
的
に
線

量
が
高
い
ス
ポ
ッ
ト
を
重
点
に
除
染
し
、
極
力
生

活
の
不
安
を
取
り
除
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
復
興
元
年
。
な
に
よ
り
大
事
な
の
は
希

望
で
す
。
し
か
し
希
望
は
降
っ
て
く
る
も
の
で
な

く
、
生
み
出
す
努
力
が
必
要
で
す
。

　
昨
年
初
め
三
菱
ガ
ス
化
学
の
立
地
が
決
ま
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
協
定
を
結
ん
だ
矢
先
の
災
害
。

海
外
の
取
引
先
か
ら
、
原
発
事
故
へ
深
刻
な
懸
念

が
示
さ
れ
た
。
海
の
向
こ
う
で
は
、
日
本
が
丸
ご

と
放
射
能
汚
染
と
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
苦
境
に

立
た
さ
れ
な
が
ら
も
、
会
社
は
丁
寧
に
白
河
や
福

島
県
の
状
況
を
説
明
し
、
不
安
を
打
ち
消
す
努
力

を
続
け
て
い
た
。
私
も
災
害
対
策
の
骨
子
を
決
め

た
頃
を
見
は
か
ら
っ
て
上
京
。
改
め
て
白
河
の
地

盤
の
強
さ
や
、
電
気
・
水
の
供
給
の
不
安
の
な
さ

に
加
え
、
津
波
・
原
発
事
故
で
気
の
遠
く
な
る
よ

う
な
打
撃
を
受
け
た
浜
通
り
の
復
興
に
は
、
中
通

り
の
素
早
い
立
ち
直
り
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

　
祈
る
思
い
で
何
度
も
足
を
運
ぶ
う
ち
、
段
々
と

し
た
も
の
が
あ
る
。
長
英
は
火
事
に
ま
ぎ
れ
脱
獄
。

薬
で
顔
を
焼
き
、
追
っ
手
か
ら
逃
れ
る
執
念
は
鬼

気
せ
ま
る
。
人
脈
を
頼
り
に
国
内
を
転
々
と
し
、

福
島
市
に
も
潜
伏
し
て
い
た
と
の
こ
と
。　

  

よ
く
新
平
の
大
風
呂
敷
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
ホ
ラ
吹
き
男
爵
と
は
違
い
、
具
体
的
な
計
画

と
実
行
力
を
持
っ
て
お
り
、
内
務
省
か
ら
呼
ば
れ

た
若
き
都
市
計
画
家
や
土
木
技
師
は
伸
び
伸
び
と

腕
を
振
る
う
こ
と
が
で
き
た
。
ど
こ
か
鷹お

う
よ
う揚
で

飄ひ
ょ
う
ひ
ょ
う々

と
し
た
人
物
を
思
い
浮
か
べ
る
。
こ
の
点
、

同
じ
明
治
維
新
の
負
け
組
の
出
身
で
も
、
政
党
を

背
景
に
、
親
の
仇
に
対
す
る
如
く
、
青
白
い
炎
を

秘
め
周
到
に
藩
閥
政
府
と
渡
り
あ
っ
た
原
敬
と
は

肌
合
い
が
違
う
。
長
英
の
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
執

念
は
、
新
平
に
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

こ
れ
が
顕
職
を
歴
任
し
な
が
ら
総
理
に
手
が
届
か

な
か
っ
た
要
因
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
歴
史
に

名
を
残
す
人
物
に
は
違
い
な
い
。
大
災
害
や
戦

争
と
い
っ
た
緊
急
時
に
「
人
物
」
を
得
る
か
ど
う

か
は
、
国
の
運
命
を
も
左
右
す
る
ほ
ど
の
一
大
事

で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
。

  

新
平
は
須
賀
川
医
学
校
を
出
て
い
ま
す
。
今
の

県
立
医
大
の
前
身
で
、
移
る
前
に
は
白
河
に
あ
り

ま
し
た
。
明
治
２
年
８
月
白
河
県
が
成
立
。
同
４

年
７
月
本
町
旧
本
陣
宅
に
、
県
立
病
院
と
医
術
講

義
所
が
設
置
さ
れ
た
。
白
河
、
棚
倉
、
石
川
あ
た

り
か
ら
若
き
医
学
生
が
集
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
残

念
な
が
ら
白
河
県
が
福
島
県
に
含
ま
れ
、
明
治
５

年
２
月
に
移
転
し
た
。
歴
史
上
の
一
瞬
、
白
河
が

近
代
病
院
と
医
学
生
養
成
の
任
に
あ
た
っ
た
こ
と

は
覚
え
て
お
き
た
い
。

　
新
平
は
「
自
治
三
訣
」
な
る
言
葉
を
残
し
て
い

る
。「
人
の
お
世
話
に
な
ら
ぬ
よ
う　
人
の
お
世
話

を
い
た
す
よ
う　
そ
し
て
酬
い
を
求
め
ぬ
よ
う
」。

人
生
こ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
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